
 
                           

 

★入学式でのお話  ～PTA 会長からのエール～  

 ４月４日（木）に入学式が本校体育館で行なわれました。新入生１００名が真新

しい制服に身を包み、緊張した面持ちで参加していた姿はとても微笑ましいもの

でした。その中での PTA 角谷会長さまの御祝辞を２年生、３年生のみなさんにも

お伝えしたかったので、ご紹介させていただきます。  

 

～（中略）皆さんはこれからどのような中学校生活を送りたいと思っています

か、三年後、北中で良かったと思えるように一つだけお願いしたいことがありま

す。それは、「時間を大切にする」ということです。どのように使うかは皆さん自

身です。中学生の三年間は人生の中でも特に輝く素晴らしいものです。心も身体

も最も成長します。そして、どんなに望んでも過ぎ去った時間は二度と戻ってき

ません。時間の使い方には二つの方法があります。 

一つは今を楽しむ使い方、もう一つは自分の将来に役立つ使い方です。 

 

一つ目（今を楽しむ使い方）は、これから学校生活が始まり、友だちと

遊ぶ、勉強、スポーツ、又はクラブ活動を頑張る、その他体育大会、北中祭、修学

旅行など様々なイベントがあります。みんなで協力し合いながら、時には意見の

違いでぶつかる時があると思います。その時はお互い相手を思いやり、相手の意

志を尊重し、そして仲間や先生方と繋がり学校生活の今を楽しんでください。  

 

二つ目（自分の将来に役立つ使い方）は、自分の将来のため、勉強し

なければなりません。もちろん勉強が大切なことは皆さんもわかっていると思い

ます。皆さんが将来何になりたいか、どんな仕事をしたいか、これから決めていく

人もいれば、もう決めている人もいるかもしれません。そのために何をしなけれ

ばならないか考えることや、とりあえずやってみることも重要だと思います。何

事にも全力で楽しみ、失敗を重ね、成長し、その経験が将来に繋がると思いますの

で、是非色々なことにチャレンジしてください。（以下省略します）  

 

 ☆１年生は、３年間、２年生はあと２年間、３年生はあと１年間  

                    悔いのないように過ごしてください  

           

～夢は無限、時間は有限です！～ 
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★自分が新入生のみなさんにお話した事 ３つ 

 

１つめ 「なかま」と「かかわるすべての人たち」を大切に 
  これから始まる中学校生活は一生で一度しかない貴重な三年間です。この三

年間で「なかま」を大切にする喜びや協力をするすばらしさを体感していって

ほしいと思っています。人は一人では生きていけません。周りの人たちの支え

や協力があって、つらい壁も乗り越えていくことができます。これから始まる  

 新生活のスタートで、新クラスで、部活動や様々な行事で、なかまとかかわる  

 すべての人たちを大切に過ごしてくれることを祈っています。  

 

２つめ 失敗を恐れずに色々なことにチャレンジしてください 
自分は、失敗を恐れずにチャレンジする勇気こそが尊いことであると思って  

います。それは、必ず自分自身の成長につながります。また、一人ひとりのチャレ

ンジする姿は周りに大きな勇気を与えます。そんな、周りの人に勇気を与えられ

るすばらしい生徒になってください。ぜひ、勇気をもってその一歩を踏み出して

ください。みなさんならできると信じています。  

 

３つめ 大きな夢を持ち、それに向けて努力してください 

みなさんの可能性は無限大です。心からそう思います。どんな大きな夢でもみ

なさん一人ひとりのそれぞれの心の持ち方ひとつで、きっと叶います。自分の得

意なことや楽しいことやワクワクすること、その延長線上にあなたの夢はあるの

かもしれません。そんな素敵な気づきを中学校生活の中でみなさんに与えられる

ことのできるように、私たちも努力していきます。ぜひ、大きな夢をもってくださ

い。そして、その夢を叶えるために努力を忘れないでください。いつでも、あなた

たちのことを応援しています。 

 

幸せな人生に向かって   

 

 

 

 

 

 

                       裏面の思いやり算を大切に！  

角谷会長よりアドバイス  

なかまと

ともに 

色々なことに

チャレンジ！ 

大きな夢  

へのステップ！ 

☆限りある時間を大切に ⇒ 今を楽しむ使い方＆自分の将来に役立つ使い方  

human rights を大切に 

自分と周りの人たちの well-being へ 


